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﹇
彙
報
﹈

平
成
二
十
六
年
度

　大
学
院
文
学
研
究
科

蚪
学
位
論
文
題
目
一
覧

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏

　
　名

修

　士

　論

　文

　題

　目

山
森

　
未
央

地
域
日
本
語
学
校
の
役
割
を
探
る

―
カ
ナ
ダ
ア
ル
バ
ー
タ
州
日
本
語
学
校
教
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
か
ら
―

田
中

　
涼
斗

諏
訪
社
を
め
ぐ
る
宗
教
世
界

〜
諏
訪
の
神
の
実
像
に
迫
る
〜

曹
　
　
　
雯

中
国
人
学
習
者
と
日
本
語
の
「
配
慮
表
現
」

―
場
面
別
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
調
査
か
ら
の
考
察
―

寺
崎
民
記
哉

受
入
機
関
か
ら
見
る
実
習
生
に
関
す
る
考
察

―
外
国
人
職
員
を
中
心
と
す
る
日
本
語
や
生
活
環
境
に

関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
分
析
か
ら
―

中
村
真
衣
佳

現
代
日
本
語
の
色
彩
語
が
聴
覚
表
現
に
転
用
す
る
比
喩

の
考
察
「
黄
色
い
声
」
発
生
の
動
機
づ
け
と
位
相
・
意

味
変
化
の
要
因

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏

　
　名

修

　士

　論

　文

　題

　目

大
木

　
七
帆

Japanese E
FL Learners' K

now
ledge and U

se 
of Pragm

atic R
outines : H

ow
 C

an Instruction 
H

elp?
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文
学
研
究
科
教
育
･
研
究
発
表
活
動

◎
二
〇
一
六
年
度
第
一
回
「
全
体
ゼ
ミ
」（
修
士
課
程
二
年
・
中
間
報

告
）

七
月
二
日
（
土
）（
13
：
00
〜
15
：
00
）、
本
学
Ａ
Ｖ
４
教
室
に
て
、

修
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
四
名
が
次
の
題
目
で
論
文
の
構
想
を

報
告
し
た
（
発
表
順
）。

山
田
萌
果
「
描
か
れ
た
少
女
た
ち
に
み
る
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
―
―

芸
術
作
品
へ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」

海
藤

　
梓
「
横
井
小
楠
門
弟
集
団
の
研
究
」

高
橋
真
弥
「
ロ
バ
ー
ト
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
宗

教
文
化
の
理
解
―
―
聖
書
的
伝
統
と
共
和
主
義
的
伝

統
を
中
心
に
し
て
」

井
上
み
の
り
「
マ
ン
ガ
を
用
い
た
日
本
語
教
育
―
―
初
級
学
習

者
に
対
す
る
日
本
語
教
材
の
可
能
性
」

◎
二
〇
一
六
年
度
第
二
回
「
全
体
ゼ
ミ
」（
修
士
課
程
一
年
・
二
年
・

中
間
報
告
）

十
一
月
五
日
（
土
）（
13
：
00
〜
15
：
00
）、
本
学
Ａ
Ｖ
４
教
室
に

て
、
修
士
課
程
一
年
・
二
年
に
在
学
す
る
四
名
が
次
の
題
目
で
論

文
の
構
想
を
報
告
し
た
（
発
表
順
）。

新
田
沙
織
「
日
本
に
お
け
る
神
仙
思
想
の
展
開
」

大
矢
理
彩
「
タ
イ
人
日
本
語
学
習
者
の
学
習
動
機
の
変
化
と
そ

の
要
因
―
―
質
的
研
究
法
に
よ
る
分
析
か
ら
」

佐
々
木
律
子
「
元
正
天
皇
治
世
の
意
義
―
―
女
帝
天
皇
「
中
継

ぎ
論
」
の
克
服
を
目
指
し
て
」

小
山
麗
華
「
ダ
ン
テ
の
『
神
曲

　
煉
獄
篇
』
と
死
生
観
―
―
聖

書
と
民
間
レ
ベ
ル
の
死
生
観
の
影
響
」

◎
北
海
学
園
大
学
人
文
学
会
第
四
回
大
会

同
日
開
催
の
総
会
に
引
き
続
き
、
十
一
月
十
二
日
（
土
）（
14
：
00

〜
17
：
00
）、
本
学
33
番
教
室
に
て
、「
Ａ
Ｉ
が
ヒ
ト
を
超
え
る
と

き
―
―
相
剋
か
ら
共
生
に
向
か
う
た
め
に
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
呼
び
し
た
森
洋
久
先
生
の

御
講
演
の
あ
と
、
本
学
の
教
員
も
参
加
し
て
、
Ａ
Ｉ
と
ヒ
ト
の
未

来
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
し
た
。

○
ゲ
ス
ト

森
　
洋
久
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

○
パ
ネ
リ
ス
ト

佐
藤
貴
史
（
人
文
学
部
准
教
授
）

竹
内
　
潔
（
工
学
部
教
授
）

水
野
谷
武
志
（
経
済
学
部
教
授
）

山
本
健
太
郎
（
法
学
部
准
教
授
）

○
司
会

柴
田
　
崇
（
人
文
学
部
教
授
）
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◉『
年
報
新
人
文
学
』
第
13
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
に
は
論
文
三
本
、
研
究
ノ
ー
ト
一
本
、
書
評
二
本
と
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
貴
重
な
論
考
が
揃

い
ま
し
た
。
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
方
々
、
ま
た
厳
正
な
る
査
読
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
川
上
武
志
氏
に
は
、
巻
頭
言
と
、
研
究
論
文
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
、
イ
ェ
イ
ツ
の
翻
訳
『
幼
年
と
少
年
時
代
の
幻
想
』（
英
宝
社
）を
上
梓

さ
れ
る
な
ど
日
本
に
お
け
る
イ
ェ
イ
ツ
研
究
を
牽
引
し
、
ま
た
本
学
、
本
研
究
科
で
長
き
に
わ
た
り
英
文
学
を
講
じ
て
こ
ら
れ
た
氏
が
本
年
度
を
以
っ
て

ご
退
職
さ
れ
る
の
は
、
誠
に
寂
し
い
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
、
巻
頭
言
に
あ
る
ラ
ス
キ
ン
の
一
文
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。「
画
家
が
自
然
に
向
か
う
と
き
に
、

そ
の
景
色
を
た
ん
に
機
械
的
に
模
写
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
啓
示
さ
れ
る
神
の
意
思
を
伝
達
す
る
表
現
形
式
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
鑑

賞
者
に
と
っ
て
も
、
そ
こ
に
『
遍
在
す
る
神
』
を
看
取
す
る
た
め
に
は
、
想
像
力
を
働
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
同
僚
の
テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル

氏
が
今
年
公
刊
の
『
詩
的
狂
気
の
想
像
力
と
海
の
系
譜
』（
現
代
図
書
）で
「
想
像
力
」
の
系
譜
を
鮮
か
に
描
き
出
し
、
文
学
の
今
日
的
意
義
を
問
い
直
し

た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
て
も
、
文
学
を
柱
の
一
つ
と
す
る
人
文
学
の
復
権
に
は
あ
る
種
の
想
像
力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
思
い
至
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
な
お
、
本
号
に
は
、
柴
田
崇
氏
に
よ
る
同
書
の
書
評
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
上
氏
の
巻
頭
文
は
、
英
文
学
の
視
点
か
ら
の
本
研
究
科
の
理
念
た
る
「
新
人
文
主
義
」
へ
の
提
言
で
あ
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
に
お
い
て
新
た
な
意
味
で
ふ
た
た
び
必
要
に
な
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
り
、
本
研
究
科
に
属
す
る
者
に

と
っ
て
必
読
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
代
に
違
和
感
を
抱
く
人
々
に
と
っ
て
広
く
読
ま
れ
る
べ
き
文
章
で
す
。

◉
研
究
論
文
を
投
稿
し
て
下
さ
っ
た
鳥
井
俊
祐
氏
は
、
立
命
館
大
学
大
学
院
言
語
教
育
情
報
研
究
科
を
経
て
、
現
在
、
浙
江
樹
人
大
学
東
亜
研
究
所
兼
職
研

究
員
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
新
進
の
研
究
者
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
の
円
熟
期
と
成
長
期
の
研
究
者
の
手
に
な
る
論
考
が
同
じ
巻
に
載
っ
て
い
る
こ
と
は
、

幅
広
い
年
代
か
ら
の
投
稿
が
あ
り
、
ま
た
新
た
な
力
に
よ
る
新
陳
代
謝
が
続
く
本
誌
の
特
長
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
国
に
お
け
る
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
授
業
に
関
す
る
論
文
を
こ
こ
数
年
集
中
的
に
発
表
し
て
い
る
鳥
井
氏
の
研
究
が
本
稿
を
起
点
に
更
に
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
博
士（
後
期
）課
程
に
在
籍
中
の
森
良
太
氏
に
は
研
究
ノ
ー
ト
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
誌
が
修
了
生
や
院
生
か
ら
の
活
発
な
研
究
発
表

の
場
と
な
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
積
極
的
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◉
追
塩
千
尋
氏
に
は
今
号
に
も
研
究
論
文
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
刊
に
必
要
な
本
数
を
満
た
せ
た
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
編
集
担
当
者
の

悪
癖
は
さ
て
お
き
、
継
続
的
に
高
い
水
準
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
こ
そ
本
誌
の
価
値
で
あ
り
、
ま
た
存
在
意
義
と
言
え
ま
す
。
皆
様
の
手
で
本
誌

が
「
本
気
」
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
ま
す
ま
す
認
知
さ
れ
、
か
つ
良
き
伝
統
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

◉
本
号
の
彙
報
に
は
、
本
年
度
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
移
行
の
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
旧
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
両
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

（
大
石
和
久
・
柴
田
崇
）
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『
年
報
新
人
文
学
』投
稿
規
定

一
、『
年
報
新
人
文
学
』
は
、
人
文
学
に
関
す
る
広
範
な
分
野
の
研
究
成
果
を
掲
載
し
、
内
外
の
研
究
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
年
一
回
発
行
を
原
則
と
す
る
。

二
、
投
稿
原
稿
の
著
者
は
、
当
人
文
学
部
及
び
文
学
研
究
科
の
所
属
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

編
集
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

三
、
原
稿
は
、
原
則
、
日
本
語
と
し
、
縦
書
き
、
種
類
と
分
量
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
原
著
論
文
で
未
発
表
の
も
の
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
〇
頁
程
度
。

②
研
究
ノ
ー
ト
・
資
料
・
報
告
な
ど
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
〇
頁
程
度
。

③
書
評
な
ど
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
〇
頁
程
度
。

④
そ
の
他
、
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
も
の
。

四
、
原
稿
は
編
集
委
員
会
で
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
採
否
を
決
定
す
る
。
編
集
委
員
会
は
査
読
結
果
に
基

づ
き
、
原
稿
の
一
部
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

『
年
報
新
人
文
学
』
編
集
委
員
会


